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本会の総会は約束では“年1回開会”ですが、コロナ禍のため201 9年の「総会

と若松丈太郎氏講演会」以来開会されず、4年ぶりの総会です。今年は「総会」と

現在全国で話題になっている映画の「上映会」です。お誘い合わせてご出席ください。

川今年鰍来の総会隠発事故'確凝民としてみておきたい映画
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はらまち九条の会総会･噸『原l礎と堕進裁劉鼠上腱」
○日時:6R 18B(B)総会午後1時～Z時･映画会Z時別分～4時

○会場:南相馬市ﾏﾙﾁ〆予ｲｱﾎ'=1L (原ﾉ町駅前.市民情報交流ｾﾝﾀｰ）
総会には､郵送の｢総会資料』をお持ちください。

映画会はく入場無料＞です｡知人や友人と自由にご入場ください。
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「我が国の原発の耐震性は極めて低い｡」

■㈱環蕊 灘 蓋
腱 懲黙
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2014年5月21日､関西電力大飯原発の運転差し止めの判決を下した樋口英明･福井地裁元裁判

長は定年退職後､日本の全ての原発に共通する危険性を説く活動を始めた｡3.11原発事故後ドイ

ツは全原発停止を決断する一方で､日本の岸田政権は原発の再稼働や60年延長をめざす｡私た

ち福島の原発事故被災民はどう考え行動すればいいのか｡判決と二本松市の農民の活動を描く。
卜可 ､

○会場での賑売：『映画原発をとめた裁判長パンフレット』800円
『日本国憲法と鈴木安蔵』立正大学名誉教授金子勝著1，100円
（5月3日｢鈴木安蔵を讃える会｣主催の霊子勝先生講演会でも頒布し
好評でした｡憲法学者鈴木安蔵を知るため分りやすい絶好の書です）
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5月3日憲法記念日、“は局,ぎぢ九条の会"2つの活動
の全満室…

チラシを釿凹勉謬
○今年も南相馬市の全新聞に、

＜右＞の「9条を守ろうの意見

広告チラシ」約1万7千枚を折り

込みました。○この活動は200

8年5月が最初で、2013年5月か

らは毎年行ってきたので、今年

で12年（回）目を数えます。

○今年もチラシの大きさはB4判。

表面はウクライナの国旗にrNO

WAR」と反戦を表現。裏面は

職爵.蕊&罐溌醗繊',慰撫
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歯ダメ!』の声をあげましょう『戦争II ＃
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争回避が政治の役割！

藩難熱蕊鏡難
板撫俊謬井Lf光正鈴上由蕊 蕊鼎灘謁隠素枝
》銭会津鍵部仲野雅麿中村町子池田蔽江
ﾖ光生辮職一勝始熱子輔地恩奨衣山武勢
禎霧花兇澗子癖弘鍵 堀内ｱｰ成松村犠一
堀久夫､小林和之壕本金男佐藤修二佐露節男
腿之武藤類予村上織雄貫黒ｾﾂ子創爵隆弥

鰯
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"南相馬市小高区の誇り”として鈴木安蔵を紹介
▼憲法施行76年の憲法記念日"5月3日付『福島民報』1面コラム「あぶくま抄」
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